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カ

ー

ル
、
ビ

ユ

ツ

ヒ

ヤ

i赫

戸

正

雄
・

最
近
に
凋
遮

ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
老
舗

フ
オ
ツ
ク
書
店

・

か
ら
我
夫
學

に
向
け
て
ビ
ユ
ツ
ピ
ア
ー
教
授
の
全
戯
書

の
質
物
が
め
る
バ
買
は
な

い
か
己
の
電
報
が
来
た
。
買

ひ
た
き
こ
さ
は
山

々
で
.あ
る
が
、
其
値
が
英
貨
四
千
傍

.

で
あ
る
の
で
、
到
底
我
夫
學
の
乏
し
き
力
及
ば
争
ε
し

て
買
ひ
得
な

い
で
居
る
。

さ
る
篤
志

の
人
が
東
西
の
富

豪

に
説

い
て
寄
附
を
渤
涌
し
て
呉
れ
た
が
、
未
だ
に
物

に
な
ら
な

い
。
私
は
斯
か
る
有
力
な
る
學
者

の
戯
書
が

日
本
の
手
に
落

つ
る
こ
己
は
、
我
邦
の
學
問

の
進
歩

の

爲
め
に
最
望
ま
し
き
こ
己

、
思
ふ
。
敢
て
我
京
都
大
學

に
ご
は
日
は
な

い
。
我
邦
の
何
人
か
の
手

へ
乗
付
慮
か

へ
来
る
こ
己
を
望
む
も
の
で
あ

る
の
で
、
.藪
に
珈

か
ビ



'
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ユ
ッ
ビ
ア
ー
の
學
問
上
の
地
位
を
紹
介
し
て
篤
志

の
仁

の
参
考
に
供
し
ゃ
う
ピ
思
ふ
。
邦
貨
に
換
算
し
て
約
四

萬
圓
と
い

へ
ば
大
し
た
金
高
の
や
う
で
も
め
る
が
、
近

頃
の
骨
董
品

の
値
段

か
ら

い
へ
ば

一
の
小
さ
な
香
盤

に

も
及
ば
な

い
。
そ
し
て
香
煙
な
れ
ば
躍
純
な
る
好
奇
心

趣
味
慾
を
充
た
す

に
止
ま
る
が
、
大
家
の
圃
書
な

れ
ば

コ

文
化

の
向

上
を
進

め
て
世
人
を
益
す

る
こ
ご
は
計

b
知

る
.べ
か
ら

ざ
る
も

の
が
あ

る
。

ビ

ユ
ツ
ピ
ア
ー
に

つ
い
て
は
ま

だ
死

ん
だ

ε
い
ふ
こ

ざ
を
聞

か
な
炉
。

が
併

し
其
藏
書
全
部

の
費
物

の
出

た

慮
を
見

る
ε
死
ん

だ
の

か
も
知

れ
な

い
。

或

は
ま

だ
死

.
に
拡
せ
煽

が
湘
大
學

か
ら
退
階
…し
た

の
か
も
知

れ
な

い

逝
頃

は
畑鯛
逸

よ
り

の
雑

誌
等
が
來

た
り
來
な

か

っ
た
り

で
、
蓮

纏
的

の
情
報
を
得

る
こ
ε
が
出

來

ぬ
か
ら

、
し

か

ピ
し
た

こ
ざ
は

分
り
兼

ね
る
o

彼

は

一
八
四
七

年
上

月
+

六
日

に
ウ

ィ
ー

ス
バ
ー

デ

ン
に
生

ま
れ

、

一
八
六

⊥ハ
i
六
九
年

の
間

、・
ボ

ソ
、

ゲ

ツ
チ
ソ
グ
ン
に
歴
史

、
哲
學

及
國
家
學

を
學

び

、
其

後
七
年

間

中
等
教
員

を
勤

め
.内
.
】
八
七

八
年

に
凋
逸

の

最
大

の
新

聞
た

る

フ
ラ
.ン
ク
.7
ル
タ

ユ
ツ
ア
イ
ツ
シ
グ

雑

・錘

力
τ
ル
.」ビ

ユ
.シ
.ヒ
.+
1

の
経
済
及
肚
會
記
者
ε
な
b
、
以
て

一
八
八
八
O
年
に

至

っ
た
。

一
八
八

}
年

の
二
月

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
學
の
国

家
経
済
學
部
の
員
外
激
授
ご
な
り
、

一
入
八
二
年

の
夏

ド
〃
パ
ー
ト
大
學
の
統
計
學
正
教
授

ε
な
り
▼

一
入
八

.

三
年
秋
に

バ
ー
ぜ
〃
大
.學

の
経
済
及
財
政
學
激
授
ε
な

っ
て

甲
八
九
〇
年
に
及
び
、
其
れ
よ
有
ヵ
ル
ル
ス
ル
ー
、

へ
の
工
科
大
學

の
経
済
學
激
授

に
轄
じ
、

一
八
九

二
年

春
、
迎

へ
ら
れ
て

ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
天
華
の
経
済
學
敷
授

り

ε
な
り
馬
共

の
国
家
學

研
究

室
主
任

蓬
な

り
以
て
今

日

に
及

ん
だ
。

、

彼

の
著

書

は
頗

る
多

く
、
論
文
亦

隈
な

く
多

い
、

一

一
翠
ぐ

る
は
煩

に
堪

え
な

い
。

が
彼

の
著

書

の
中

に
て

最
多
く
人

に
知

ら
れ
た

の
は
、
国
民

縄
濟
成
立
史
論

(

一
八
九
三
年
版

)
で
、
此

一
編

は
決

し
て
形

に
於

て
大

き
な
も

の
で
は
な

い
が
、
併

し
内

容

に
於

て
は
全

く
偉

大

な
も

の
で
あ

っ
て
、
彼

は
之
に
依

っ
て
永
久

に
不
死

.

セ

る
こ
ざ
を
得

る
。
彼

は
又

ラ
イ
プ
ヂ

ッ
ヒ
大
里

庫
い

ふ
.濁
逸
有

徽

の
大

軍

に
擦

っ
て
、

ペ
ル
リ

ソ
の

ワ
グ
ナ

」
、
シ
ユ、
千
ル
ラ
ー
。
ミ

ュ
ン

ヘ
ン
の
ブ

レ
ン
タ
唇

ノ
等

ε
相
並

ん
で
、
加御
逸
有
数

の
経
済
學

者

ピ
し
て
人

力

の

第

†
藩

〔
第
五
號

=

一七
)

七
二
三

了

ド

「

,
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難
叩

蝋
剛

力
盲

ル
、
ビ

ユ
ツ

ヒ
ヤ

ー

、

崇
敬

の
目
標
ε
な

っ
て
居
た
。
彼
は
別
に
園
家
學
雑
誌

の
主
幹
を
篤
し
、
此
も
彼
の
勢
力

の

一
で
あ

っ
た
。
そ

t
て
彼
の
専
門
は
脛
濟
史
脛
濟
原
論
に
傾
く
が
、
併
し

彼
は
可
な
り
震

い
智
識

の
所
有
者
で
め

つ
て
、,
統
計
、

財
政

、
殖
員
、
工
業
、
肚
會
問
題

の
方
面
に
も
貢
献
し

、セ
所
が
少
く
な

い
。
.

そ
し
て
彼
を
し
て
不
朽
の
名
を
成

さ
し
め
た
る
国
民

脛
濟
成
立
史
の
要
黙
を
紹
介
す
る
ε
、
彼
は
之
に
於
て

従
来

の
纒
濟
腰
達

の
段
階
読
が
、
何
れ
も
経
済
獲
蓮
の

.

全
般

に
着

眼
せ
す
、例
之
リ

ス
ト
の
.狩
猟
時
代
、
牧
畜
時

代
、
農
業
聴
代
、
農
工
時
代
、
農
工
商
特
代
読
、

ヒ
〃

デ
ブ
ラ
ン
ド
の
.自
然
経
済
、
貨
幣
経
済
.
信
用
経
濟
時

代
説
の
如
き
は
、
生
産

又
は
交
通
の
方
法
の
愛
化

の
み

を
見
た
も
の
で
あ
る
`
し
て
、
之
を
偏
挾
ε
爲
し
、
.改

め
て
閉
鎖
家
内
経
済
、
都
市
紹
濟
、
国
民
純
濟
の
三
段

階
説
を
立
て
π
の
で
め
る
。
或

は
彼
よ
り
も
前

に
此
事

に
気
付
き
た
る
も
の
あ
り
ご
い
ふ
説
も
あ
る
が
、
兎
も

角
此
説
を
明
確
に
し
、
完
全
の
も
の
ご
し
た
助
勢
は
彼

に
賺
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
に
於
て
特
に
注
意
す

べ
き
こ
オ
は
、
彼
が
比
論
を
立
て
及

び
其
他
の
研
究
を

翻
す
に
つ
き
て
用

み
た
る
態
度
で
あ
る
。
都
ち
彼
は
決

「旛
+
巻

(第
五
號

一
二
八
)
'

七
二
四

腎

し
て
正
統
経
済
単
巻
の
如
く
抽
象
的

の
理
論
に
耽
る
も

の
で
な
く
、
併
し
な
が
ら
歴
臭
派
脛
濟
學
者

の
如
く
、

具
艦
的
の
事
変
の
蒐
集
排
列

に
の
み
耽
る
の
で
も
な
い

彼
は
多
少
歴
史
涙
の
人
々
ε
均
し
く
歴
史
的
材
料
を
蒐

集
し
整
理
す
る
こ
ざ
を
も
努

め
た
け
れ
ご
も
、、
之
ε
同

時
に
其
材
料
を
機
械
的
に
客
観
的

に
扱
ふ
の
で
は
な
ぐ

其

に
心
理
的
哲
學
的
の
批
評
を
加
え
て
扱
ふ
た
の
で
あ

る
。
彼
は
即
ち
歴
史
派
の
死
せ
る
材
料
を
も

つ
ε
活
か

し
て
正
統
振
の
方
法
を
以
て
取
扱
ひ
、
軍

に
獲
連
の
順

序
を
塞
ぐ
る
の
で
な
く
て
、
之
に
存
す
る
本
質
、
法
則

を
探
求
せ
ん
ε
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
彼
は
古
き
時

代

の
事
實
を
批
判
す

る
の
に
今
日
叉
は
現
代
人
の
心
理

に
て
之
を
篇
さ
す
、
む
し
ろ
古
代
め
事
實
は
古
代
人
の
.

心
持
、
考
、方
等
を
汲
取

っ
て
説
明
し
ゃ
う
ご
努
め
た
黙

で
あ
る
。
此

が
彼

の
他

の
人
々
ご
異

っ
た
黙
で
あ

っ
て

此
の
研
究
方
法
に
於
て
彼
の
強
味
が
あ
り
、
此
難
に
於

て
後
學
の
士
の
學
ぶ

べ
墜
も
の
は
多
・い
。
私
は
彼

の
段
.

階
説
其
も
の
よ
り
も
、
彼

の
此
歴
史
材
料
の
取
扱
方
の

方
が

盲
暦
彼
を
重

か
ら
七
ひ
る
も
の
か
ご
思
ぶ
。
彼
は

確

か
に
學
界
の

「
の
大
き
な
魂
で
あ
る
。
我
等
は
此
魂

が
欲
し

い
。
魂
の
種
が
欲
し
い
。
が
不
幸
に
し
で
経
済

學
者
金
に
縁
が
薄
く
、
之
を
買
取
る

べ
き
金
の
.持
合
せ

が
な

か
。

"

「

ド


